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§１．研究成果の概要  

 

 センサーや低消費電力デバイスへ電力を供給するために、私たちの身の周りに存在する振動か

ら電気エネルギーを得ることができるエレクトレット型の振動発電器（VEG）が注目を集めている。し

かしながらエレクトレットの作製は難しく、VEG の製造コストを増加させる原因の一つであった。そこ

で私は自発的に配向する極性分子をエレクトレットとして利用した、安価で高性能な VEG の実現

に取り組んでいる。 

 代表的な有機エレクトロルミネッセンス（EL）素子用の材料である Alq3 をエレクトレットとして用い

て、荷電処理を一切必要としない VEG を実現した（図(a)）。また本研究は『極性をもつ有機 EL 材

料が自己組織化型のエレクトレット（SAE）として機能する』ことを実証したものでもあり、今後はエレ

クトレットを用いたデバイスが有機 EL 材料の新しい応用先になることが期待される。 

 

 

図(a) SAE を備えた荷電処理が一切不要な VEG．(b) Alq3-VEG と TPBi-VEG の出力（Vsと Igr）の

時間依存性。 
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 しかしながら図(b)に示すように、Alq3 を用いた素子の出力（表面電位（Vs）と発生電流（Igr））は時

間（t）とともに減衰してしまう。これは主にAlq3が光を吸収することによって生じるため、より光に対し

て安定な TPBiを SAE として利用し、2倍上の寿命を有する VEG を実現した。 

 現在は有機エレクトロニクス分野の知見を活かして、さらに安定な VEGの開発を進めている。 

 

 


